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(6) Elephantiasis Gastrointestinalis 
景IiI直樹仲間－清向横田彰



















































































































































































































































は， T低下， ST低下， QT時間乃任；fミ，V7！皮の優越等
が特徴的である．




















































x'.?rm 樹枝状結石~!J !J軍大しfl.'(flこ（j: '.Iつの空澗あり
陛1え♂年六十世物質を充満してL、た．かふる大きな結石
を有しなが ~＞ ：＂＇／て一度も激f主主Mノドなく 血尿も気f-Jかず
経過していた．
追加荒木千里 ー






































































































































の為に胆汁カ ：＆＇れ出たものと恩われる ．牛乳ガF ゼに














































































































































































































































































































していた様である．即ち， very, markedly or moder-
ately cellular威は亦relativelyacellular; cellularity 














Astrocytoma 152( r64・140); Glioblastoma 408( 46 
4-352 )-Araki 及 458 (503『413）ーBusch; Ependy・
moma(cellular) 394(460-329); Pinealoma 298 (354 
-242); Medulloblastoma 676(724「628);Oligodend-





edulloblastoma rt. very cellular, Astrocytomaは re-








も， relativelyacellularな Astrocytomaと very
cellular な Glioblastoma との中聞に伶．する．逆に




01ial Glioma叉200以下ならば Astrocytoma と診
断する方が良かろうと思われる．





























































































































才，男子で殴府iを訴 う. r ~I血球数は27000，筋性防禦，
マツグパ｛ ネイ阪性， .n:尿を認め，虫垂炎として手
術，虫垂はカタル矧であった． その後.I(ij尿継続7日目









































1891年 Chiari, 1894年 Arnoldは間差並に脊組破
裂の慰者に於て小脳の楕状突起主主に延鎚の~Ji鮪方向へ
の移動を記戯し， 1907年 Schwalbe及び Gredig(i:此
昭和 27年四月例曾
(1) 先天性直腸狭窄症の一例





























































(3) 脊髄麻酔死か？シヨ γ ク死か？
山内 崎





























































































































































Beatsqn, G. T. On the Treatment o_f Inoperable 
（雑誌名）（巻）
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